
採用看護師の教育・研修
病院附属の看護専門学校の場合は, 入学・教育と, 採用・研修が一体である.
そのため, 両者は円滑に移行し, 採用後の職場は学園生活の延長であるゆえ定
着も期待できる. ところが, 独立した短大・大学の場合は, 両者は分断されて
いる. その結果, 教育者として, どんな病院においても通用する標準的な技能
を有する看護師を養成する必要がある一方で, 新卒の看護師を採用する病院の
側としては, 自院に適した人材を採用し, 育てなければならない. 新人看護職
員の卒後臨床研修が努力義務として施行された背景には, 医療安全の確保だけ
でなく, こうした理由もあったと筆者は考える.
本特集では, 同研修制度の議論の元となった ｢新人看護職員の臨床実践能力
の向上に関する検討会｣ の座長であった井部俊子氏に評価と今後の展望をお願
いし, 次いで病院における取り組みについて, 上田順子氏ならびにウイリアム
ソン彰子氏に執筆いただいた. 一方, 中途採用者に対しては, 院内の研修や指
導の体制を確立するだけでなく, 病院のニーズと中途採用者のニーズをマッチ
ングさせ, 支援してゆく必要がある. こうした観点からの執筆を北浦暁子氏と
深澤優子氏にお願いした. 最後は事例として, 大学と病院の連携について松岡

�氏, 行政における取り組みについて矢島道子氏, 外国人看護師の教育につい
て小松本悟氏に執筆いただいた.
看護師は, 看護師としての専門性を求める一方で, 他方では自分の生活を重
視し, ストレスのない職場も求めている. 管理者としては前者を重視したいが,
後者を軽視すると離職率が高まる可能性があるので, 各人のニーズにテイラー
メイドされた研修プログラムと受け入れ体制を用意しなければいけない. しか
し, 病院のニーズと採用された看護師のニーズは, 鍵と錠の関係のようにぴっ
たり一致するわけでなく, 双方で歩み寄る必要がある. そして, 各論文に共通
に指摘されているのは, 昔のように看護師の側だけに求めることができなくなっ
た点である.
こうした厳しい環境下で何が可能か. 冒頭で述べたように, 教育機関として
はどの職場でも技能を速やかに発揮できる汎用性のある標準技能の修得, 病院
としては専門性と私生活を各人のニーズに沿ってバランスした職場環境の整備
である. その際, 教育者が現場感覚を持っていることが重要であるが, 井部氏
が指摘しているように, 検討会で提示した実地指導者の要件として臨床経験年
数が明記されておらず, それが気がかりである. 今後の展開を見守りたい.
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